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東 ヨー ロ ッパ の ハ イ マ ツ帯
小 疇 尚
要旨 ヨーロッパには日本のハイマツによ く似た,丈 の低い葡萄性のマツ,ム ゴマツ
P伽 πs〃膨goが 広範囲に分布 している。ムゴマツは東アルプスをふくむ東ヨーロッパの
ズデーテ ン山脈,カ ルパティア山脈,ロ ドピ山脈などの山々では,森 林限界より上 に高
距200～300mの 幅で帯状分布 し,垂 直分布帯のひとつを構成 している。その状態は日
本のハイマツ帯 とまった く同様で,英 語で もハイマツ帯(dwarfpinezone)と よばれ
ている。 ヨーロッパのハイマツ帯の高度は,南 のロ ドピ山脈が2000～2300m,北 端の
ズデーテン山脈が1200～1500mで,北 に1000分 の1の 傾度で低下 している。 また,
その上限の年平均気温は約0℃ で,と もに日本のそれと同じである。ハイマツ帯が最も
見事なのはカルパティア山脈のハイ ・タトラ山地で,ム ゴマツの生育に適 した広い周氷
河岩屑斜面とモレーンにおおわれた幅の広い氷蝕谷底が分布 していること,ハ イマツ帯
から上の斜面が険 しく放牧地 として利用されなかったため,人 為による破壊を免れて残
されたか らである。これに対 して,ハ イマツ帯の高さに平坦面のある山地や氷蝕谷の肩
のあるアルプスの谷では,ハ イマツ帯 は切 り拓かれて,そ の多 くが放牧地に変えられて
著 しく縮小 し,場 合によってはほとんど消滅 した。それがヨーロッパの山にはハイマツ
帯がないかのような印象を与えているのであろう。
キーワー ド:東 ヨーロッパ,ム ゴマツ,ハ イマツ帯,岩 屑斜面,放 牧
は じ め に
日本 の高 山をいう どる代表 的な植 物の ひとつ に,ハ イマツがあ る。 北海道 や 中部 山岳 の山々
の森林 限界 か ら上 に密生 し,と くに大 きな火 山では広 い平滑 な斜面をおおいつ くして,ハ イマ
ツの海 と形容 され るよ うな大群落 を形成す ること も少な くない。 そのよ うなこ とか ら日本で は,
山地 の垂直分布帯 のひ とつ と して,森 林限界 よ りも高位置 にハイマ ツ帯が認 め られ ている。 同
じよ うな植生景観 は ヨー ロ ッパで も,ア ル プスか ら東 ヘカルパテ ィア山脈,ロ ドピ山脈,北 の
ズデー テ ン山脈 か ら南 のデ ィナル アル プス まで,東 西1500km,南 北1000kmに わた る広 い
範 囲内の山地 でみ ることがで きる。
ヨー ロッパのハイマ ツについては,わ が国 で も以前 か ら断片的な記載が あ り(阪 口,1973;
大場,1973;横 山,1979;グ ラウエル トゥ,1980;ビ ーベル リ一 夕ー,1981),ま た近年 では
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ヨー ロッパの 山に登山やハ イキ ングに出か けて実 際にハイマ ツを見た人,ハ イマツ帯 の中を歩 ・
いた人 も大勢 い るはずであ る。 ポーラ ン ド,チ ェコ,ス ロバキ アの山地の国立公園 では,ビ ジ
ター セ ンターの展示 や垂直分布帯 を解説 した野外 のパネルな どに,針 葉樹林帯の上位 にハ イマ
ツ帯が かな らず描かれている。現地 で手 に入 るガイ ドブ ックや地図,さ らに学術論文 で も,ハ
イマ ツ(dwarfpine;Legf6hren,Latchen)やハ イマツ帯(dwarfpinezone;zoneofdwarf
pine;vegetationbeltofdwarfpineなど)の 語 が普通 に用い られ,図 示 されてい る。 山に登
らな くて も,東 アルプスで は街か ら山のハイマツ帯 が臨める ところや,列 車 やバ スの車窓か ら
それが見 える区間 も多 いか ら,ハ イマツの分布 に気づ いた人 も少な くないであ ろ・う。 しか し,
その事実が,わ が国では意 外に知 られ ていないよ うに見受 け られ る。
筆 者 は以 前,ヨ ー ロ ッパ に もハ イマ ツ帯 の存 在す る ことを紹介 したが(小 疇,2001a,b),
その後 も現地 を訪れ て観察 す る機会 を もつ ことが できたので,改 めてその分布 の概要を報告す
る。 なお,こ れ らの 山地 は 日本 の中部 山岳 と同高度で,氷 河が現存 しないな ど,わ が国の高 山
と類似 点が多 い。
1.日 本 の ハ イ マ ツP伽 πsρ π纏 如 と ヨ ー ロ ッパ の ハ イ マ ツ,ム ゴ マ ツ
P勿 πSηZπ90
世 界 のマ ツ類 の うち樹 高 が数m程 度 とい う媛 生 の種 は5つ あ り,3種 が山地 に生 育 す る
(RichardsonandRundel,1998)。そのなかで広範 囲にわた って分 布す るのが,日 本 を含 めた
北東 アジアに分布す るハ イマツP勿 πsρπ砺 ♂αと,ヨ ーロ ッパ中南部か ら東部 にかけて分布す る
ム ゴマツP勿 粥 〃膨goで ある。この両 者 は,分 布域 がユーラシアの東 と西に分かれているが,と
もに中緯度の 山地上 部 に生育 し,以 下 にみるように生活形,群 落の相 観 生育環境 がよ く似てい
る。 ちな みに英語 の一般名 称 は,ハ イマツがdwarfstonepine,ム ゴマ ツがdwarfmountain
pineで あるが,分 布 域が重 な らないので双 方 とも単 にdwarfpineと 書かれていることが多 い。
日本 のハイマ ツRρ π癖 地 の特徴 は,植 物 図鑑(牧 野,1977;武 田,1957)や 百科事典(')の
記 載 を要約 す ると,次 の通 りで ある。 幹が長 さ10～15mも 地上 を はう,常 緑 のやや大形 の葡
萄性潅木種 で,枝 は密 に交 錯 して四方 に広 が る。 時 として亜高 山帯 の森林内 に下降 して も直立
しない。高 さはふつ う1～3m,ま れ に10mに 達す る。葉 は5葉 で濃緑色,三 稜状で先が尖 り,
長 さ5～7cm,濃 緑色 でやや硬 い。 球果 は5cm程 度。 中部以北 の高 山の森林 限界 か ら上 に生
え,し ば しば大群落 を形成 す る。
一 方,ヨ ー ロッパ の ムゴマ ツP勿 πs〃zπgoは,ヨ ー ロ ッパ樹木 図鑑(Rushforth,1999)の
記 載 を要 約す ると,以 下 の通 りであ る。 高 さ4mに な る常 緑の潅木 で,枝 が密生 して上 や横
に伸 び,樹 冠 が広が るか丸 みを帯び る。樹皮 は灰色で鱗状 であ る。葉 は2葉 でやや灰色がか っ
た緑色 を呈 し,長 さ3～8Cln,径1～2.5mm,わず かにね じれて硬 く,先 が尖 って いて,つ ぶ
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す と石鹸の ような松脂臭 がする。球果は2～6cm×1.5～2.5cm。 中部 ヨー ロッパか らイタ リア,
バル カ ンの山地 の森林 限界以上 に分布 し,枝 が密 に入 り組 んで通 過困難で ある。
以上 のよ うに5葉 と2葉 の違いをの ぞいて,両 者 は生 活形 が きわめて よ く似てお り,と くに
群落 の相観 は遠 目には まった く区別がつか ないほ ど酷似 して いる(写 真1,2)。 そ して両者 に共
通す る最大 の特徴 は,山 地の森林限界か ら上 に帯状分布 し1垂 直 分布 帯の ひとつを構成 してい
るこ とであ る。 したが って この両者 は,植 物地理学 的には同等に扱 って よいで あろう。少 な く
と も山地の植生景観,垂 直分布帯 とい う点か らは両者を区別す る理 由は全 くないと考え られ る。
駿生 のマ ツには もう1種,メ キ シコ北東部 に分布す る樹 高1～5mのtト シピニ ョン測微s
c協煽co'α があるが,分 布域 が限 られて いるうえ,本 論 に関係 がないので ここでは触 れな い。
一]
写 真1ヨ ー ロ ッパ の ム ゴマ ツ群 落(東 ア ル プ ス,シ ュニ ー ベ ル ク)
写真2日 本のハイマツ群落(大 雪山,忠 別岳)
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2.ヨ ー ロ ッパ 中 部,東 部 の 各 山 地 に お け る ム ゴ マ ツ の 分 布
ム ゴマツは,上 述 のよ うに ヨー ロ ッパ の中部か ら東部 にかけて,か な り広範囲 に分布 して い
る。 およその分布範囲 は,ヨ ー ロ ッパ全体 につ いて はWilhs,etal.(1998)の 図で,チ ェコ と
ス ロバ キ アの 領 内 につ い て は 旧 チ ェコ ス ロバ キ ア 時代 の ナ シ ョナル ア トラ ス(Ustredni
SpravaGeodezieaKartografie,1976)で,それ ぞれ知 るこ とができ る。
よ り詳 しい分布状況 は各 国の地 形図や登 山地図②で確認す るこ とができ る。 すなわ ち,オ ー
ス トリアで は地形図 と登 山地 図にハイマ ツ③群落が森林 とは別記号 で示 されてお り,ポ ー ラ ン
ド,チ ェコ,ス ロバ キアでは,大 縮尺の登 山地図で それ を森林 とは別 の色 と記号 で分 け,自 国
語 の ほかに英語 のdwarfpineあ るいはdwarfmountainpineと表記 されて いる。 ル ーマニ
アでは地 図 によ って色分 け した もの と,地 図では森林 と同色で区別 していないが裏面 の解説 に
dwarfmountainpineの記 述の あ るもの がある。 ブル ガ リア の登 山地 図で はム ゴマ ツを記 号
で分 布 を示 し,凡 例 に自国語 のほか ドイツ語(Legf6hre)と 英語(Pine-scrub)で 記 されて
いる。 したが って,そ れ ら中 ・東 欧諸 国については,ム ゴマ ツの分布 は大縮尺 の地 図によ って
か な り正確 に把握で きる。 スイス,イ タ リア,フ ラ ンスの地形図で は,ム ゴマツは駿生 のハ ン
ノキやネズの類な どとと もに一括 して潅 木林の記号 で表 されてい るので,地 形図か らその分布
を知 る ことはで きないが,現 地 で分布 を確認 する際の手 がか りはえ られ る。 また範 囲は限 られ'
て いるが,ス ロバ キアではカ ラー の大縮尺空 中写真 地図ω,イ タ リアではカ ラーの斜 め空 中写
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この ことは,少 な くとも上記の諸国 の山地 では森林 限界か ら上 に潅木帯の あるのが一般 であ
り,し か もそれが地 図に表現で きるほどの面積 を占めてい ること,東 アル プスとそれ よ り東の
山地 では潅木帯 が実質的 にハ イマツ帯 である ことを示 してい る。 また,こ の ような山地植生の
垂 直分布は,日 本の高山のそれ と基本 的に同 じである ことがわか る。 そ こで これ らの地 図類を
手 がか りに,図1に 示 した東 ヨーロ ッパ のズデーテ ン山脈,カ ルパテ ィア山脈,ロ ドピ山脈 と
東 アル プスの各 山地で,ム ゴマツの分布 を観察 した。 以下,各 山地のム ゴマ ツの分布 につ いて
記 述す る。
(1)ズ デー テン山脈
ズデーテ ン山脈(Sudetenmountains,Sudety)は,北緯50度 か ら51度 にか けて北 西一
南東方 向に伸び る延長約200km,海 抜高度1000m弱 か ら1500m程 度の従順 山形が卓越 する
比較的低い山脈 で,北 西部のカー コノーズ山地(Krkonose,Karkonosze)(6)が最 も高 い。 カー
コノーズ山地 は頂部 に基盤 の花w岩 をきる海抜1200～1500mの 小起伏面 が広 く分布 し,そ の
面 か ら砂岩 か らな る残丘 の最高峰 シュネ2カ(Sne2ka,Sniezka,1602m)が突出 して い る。
東西 にのびる山頂平 坦面 は,周 氷河 山地 に特徴 的なご く低 い円頂丘の集ま りといって よく,シ ュ
ネ ジカをふ くめて1500m以 上 には岩 塊斜面が分布 し,一 部 にアルチプ ラネ ーシ ョンテ ラスと.
み られ る階段状 の地形 が発達 している。小起伏 面の縁辺 には北斜面 と,東 斜面 に圏谷が分 布 し,
比高100～150mの 半月形の急 峻な圏谷壁 が小起伏面 に くい込ん でいる。 シュネ ジカ山頂測候
所 の気 象デー タによれ ば,山 頂 の年 平均気温 は最近数年 間1℃ を上 まわ って いるが長 期の平均
では0.8℃ であ る。 なお,8月 末 の観 察で は全 山域 をつ う じて残雪 は認 め られなか った。



























































派 出す る支 尾根 の広 く緩や かな凸形斜 面 と,大 きな圏谷の岩壁 や堆石堤 をお お って,東 西20
km余,南 北 約8km弱 の範 囲 に分布 してい る。 ムゴマツの分 布高度 は,下 限が北斜面 で海 抜
1200m南 斜 面で1300m,上 限が小起 伏面 の西部で1450m東 部 で1500mで あ る。 したが って
森林 限界 よ り上 位の高距200～300m弱 がハ イマ ツ帯で,そ れ よ り上 は高 山草原 と植被 のまば
らな岩塊地 にな って いる。 しか し現在見 られ るムゴマツ群 落は,広 い範囲 にわ た って焼 き払 わ
れた ものの生 き残 り(UstredniSpravaGeodezieaKartografie,1976)とされ てい るので,
かつて は小起 伏面の ほとん ど全体 をおお っていたと考 え られる。
なお ヨー ロッパでは,こ れ よ り北 で森林 限界を超 える山地 は,ス コッ トラン ド,ス カ ンデ ィ
ナ ビア,ア イス ラン ドに しかな く,そ れ らの山地 にはムゴマツが分布 していないので,カ ー コ
ノーズ山地が ム ゴマツの分 布北限 とみ られ る。
② カルパ テ ィア山脈
カルパ テ ィア 山脈(Carpathianmountains,Karpaty,Carpati)は,アル プスの東 にハ ン
ガ リー盆地 を と りま くように"つ"の 字形 にのび る延長1500kmの 山脈で,北 か ら南へ順 に,
西,東,南 カルパテ ィアに大 き く分 け られ,南 カルパテ ィアを トランシルヴ ァニ ア山脈 とよぶ
こと もあ る(図1)。 山脈 は谷 や盆地 にへ だて られ た,多 くの山地のつ なが りにな って いる。
ム ゴマツ は,ス ロバ キア,ル ー マニアの登 山地図類 と文 献(Foder,1965;Rud6nko,1965;
Plesnik,1972,1978な ど)に よ って,千 数 百m以 上 の多 くの 山地 に分 布 してい ることが わか
る。 その う ち,と くに広 くま と ま って分 布 して い る西 カル パ テ ィア 山脈 の ハ イ ・タ トラ
(HighTatra,Vysok6Tatry)とロウ ・タ トラ(LowTatra,NizkeTatry),南カルパ テ ィ
アの ブチ ェジ(Mun㌻iiBucegi)ρ 各 山地 を調査 した。
1)ハ イ ・タ トラ山地
西 カルパ テ ィア山脈 の最 も北 に張 り出 した,北 緯49度05分 か ら49度20分 にか けて東西 に
のび る延 長80km強,幅25kmの2000m級 の 山並 みがハ イ ・タ トラ山地で,そ の 中央 にそ
びえ る最 高峰 のゲル ラホフスキイ(Gerlachovsky,2654m)はカルパ テ ィア山脈 の最高 峰で
もあ る。 一部 に堆積岩 や変成岩 が分 布 して いるが,山 域の ほとんどは花 商閃緑岩 と花歯岩で構
成 さ れ て い る。 現 在 は氷 河 が な い が,後 期更 新 世 に少 な くと も3回 の 氷 河 作 用 を う け
(Embleton,1984),南 北両 斜面 と も氷 蝕谷 に深 く刻 まれ て,千 数百m以 上 には氷蝕尖 峰,鋸
歯状 山稜な どの高 山形 を呈す る急 峻な山 々が並んでい る。
ハ イ ・タ トラ山地中央部 におけるム ゴマ ツの分布 を図3に 示す。 ムゴマツは,南 斜 面では海
抜1300m付 近 か ら現 われ るが,一 般的 には1550～1850mま での高度帯 の,氷 蝕 谷 には さま
れ た三 角末 端面の周氷河平滑斜面,氷 蝕 谷底 のモ レー ンと氷蝕 谷壁 およびその下 の崖 錐斜面 を
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おお って分布 してい る(写 真4)。 南 のス ロバキ ア側 では,山 地 の中腹 にあ ま り谷 に刻 まれてい
ない平滑な岩屑斜面が広 が ってい るため,ム ゴマ ツは この高度帯 で山腹 を取 り巻 いて見事 な帯
状分布を して いる。北の ポーラ ン ド側 では,ム ゴマツは海抜1500～1800mの,お もに広 い氷蝕
谷底 のモ レー ンと崖錐斜 面,支 尾 根 の周 氷河平滑 斜面 に分布 してい る。 ブラウ ン ーブラ ンケ
(1971)も ポー ラ ン ドの研究者 の文献 を引用 して,ポ ーラ ン ド側 の氷河湖モ リスキー ・オ コ(図
3の 中央 やや左の湖)周 辺の垂直分布帯 の うち,1500～1800mを ム ゴマ ツの極盛相地帯 と して
い る。図3に 示 した湖 は氷蝕谷底 に形成 された氷河湖で,そ の分布か らもわか るよ うに北斜面
の ほうが氷蝕谷の規模が大 き く,谷 底 の高度 が低い。 そのた あムゴマツの大群落 は南斜 面 とは
異な って,そ れぞれの氷蝕谷 中に立地 し(写 真5)尾 根 に分断 されて横 には連続 しない(図3)。
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山の高 さが低 くなるハ イ ・タ トラ山地東部 の山地での研究 によれば,ム ゴマツ群 落は積雪の
少 な い西 向 きの風上 側斜面 に成立 して いる(Jenik,1958/59)。 日本 で もハ イマ ツは積雪 深が
数 十cmか ら1.5m程 度 の比較 的 積雪 の少 な い斜 面 に分 布 す る(岩 瀬 ・沼 田,1975;伊 藤,
1984)の で,積 雪 との関係 も両者 は共通 して いる。 また,山 頂高度 の低 くなるハイ ・タ トうめ
東部 と西部 では,森 林 限界付近 の針葉樹林 と高山帯の植生 は,羊 と牛 の放牧地 を広 げるため に
人為 的に大 き く乱 されている ことが指摘 されてい る(Lacika,1999)。
ハ イ ・タ トラ山地 で2番 目に高 い ロムニ ッツキー(Lomnicky,2634m)山 頂 の年平均 気温
は一3.8℃,年 降水量 は1600mm弱(Lacika,1999)であ る。 したが って,ム ゴマツの分 布上
限1850mの 年気 温は約0℃ と推測 され る。北斜面 では,1500mの 森林 限界か ら上 のハイマ ツ
(ム ゴマ ツ)帯 ・高山帯 の年 平均気 温 はr-L。Cか ら+2℃,降 水量 は1100～1900mmと されて
いる(R灸czkoWska,1995)。 残雪 は頂稜 付近の圏 谷壁 や氷 蝕谷壁直 下 に小 さな雪 田が見 られ
る程度 で,日 本 では普通のハ イマツ帯 や森林帯にまでのび る谷 を埋 める雪渓 はない。
2)ロ ウ ・タ トラ山地
ロウ ・タ トラはス ロバ キアの ほぼ中央,北 緯48度40分 か ら49度3分 にかけて,ハ イ ・タ
トラの南 にそれ と並 行 に東西 にの びる延長80km幅 最大25kmの 山脈 で,最 高 峰の デ ゥンビ
エ ール(Dumbier,2043.4m)周 辺 のみが2000mを わずか に超 え る低 い山地 で ある。 山地 の
中軸 には花 岡岩,花 歯閃緑岩,結 晶片岩 な どが,北 斜面 に は中生代の堆積岩 と くに石灰岩 が広'
く分布 して い る。 山稜 は全体 になだ らかで,標 高1700m以 上 で は南斜面 には岩 屑 におおわれ
た上 にやや凸の平滑斜面が ひろが り,北 斜面 と東斜面 には浅い圏谷が並 んで お り,南 ・西斜面
が緩 で北 ・東 斜面が急な非対称 山稜 を形成 している。
ムゴマ ツ群落 は図4に 示 す ように,南 斜面で1450～1800m,北 斜面 で1500～1850mの 高度
帯 に分布 す る。 しか し,日 当た りのよい傾斜 が比較 的緩 やかな南向 き斜面や西向 きの車滑斜面
で は,森 林 限界以上が草 地か ムゴマツ以外 の媛小 な潅木 が点在 す る草地 にな って いると ころが
多 い。 その ためムゴマ ツ群 落 は,主 稜の高度が2000mを 超 え る山地の最高所 で も,と くに南
斜面 で連続性 が あま りよ くな い。草地 には放牧家畜 によ ってつ けられた不明瞭な カ トルテラス
の見 られ るところがあ り,そ の よ うな草地斜面 にム ゴマツを移 植(植 林?)し て いると ころ も
あ る(写 真6)。AugustiniandKollar(2001)は,ロウ ・タ トラでは羊 の放 牧 のため森林 限
界が1500mま で引 き下 げ られ,こ の地 方 でholeと 呼 ぶ高 山草地(alpinemeadow)が著 し
く広 い面 積を 占めて いて,今 で はハイマ ツ林(dwarfpineforest)がロウ ・タ トラ(Nizke
TatryMts.)国 立公 園のわずか0.3%に 縮小 して いる,と 述べて いる。 この よ うに ロウ ・タ ト
ラ山地の ハイマ ツ帯は,人 為の影響 を大 き く受 けている ことが明 らかであ る。昨年,一 昨年 と
も山上で羊群 を見 ることはな く,カ トルテラス も不 明瞭で,少 な くとも現 在大規模 な羊 の移牧
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写 真6ロ ウ ・タ トラ,デ ュ ン ビ エ ール 山(2043m)北 面 の 氷 蝕 谷 の
モ レー ン をお お う ム ゴ マ ツ群 落
右側 の斜面 にみ られる点 々は移植 されたム ゴマツ
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が行 われてい る様子 は認 め られなか った。 ムゴマ ツの移植は,放 棄 され た放牧地 の植生 を復 元
す る試 み とみ られ る。
ロ ウ ・タ トラ第2位 の チ ョボ ク(Chopok,2023.6m)の山頂測候所 の データ によれば,年
平均気 温が0℃ をやや下 回 り,年 降 水量が1600mm弱,積 雪 期間 は頂部 で130日,北 面の 圏
谷で200日 とな ってい る(AugustiniandKollar,2001)。
3)東 カルパ テ ィア山脈
東 カル パ テ ィア 山脈 で は,北 部 あ ロ ドネイ(Rodnei,最 高点23031n)山 地,カ リマニ
(Calimani,最 高 点2100m)山 地,チ ャフラウ(Ceahlau,最 高点1900m)山 地 な どに ムゴマ
ツの分布 して いることが登 山地 図(7)か ら判断 でき る。 しか し地 図の表現精度 がやや劣 るため,
詳細 は不 明で ある。
ウ,クライナ領 の トラ ンスカルパテ ィア山脈(最 高点2061m)に も森林 限界 の上 に,広 い範囲
に わ た って ハ イマ ツ(ム ゴマ ツ)を 含 む 潅木 帯 と草 地 が 存 在 して い る(Fodor,1965;
Rudenko,1965)。Rudenko(1965)の記 述 を 要 約 す る と,こ の 山地 の森 林 限 界 は海 抜
1350～1450mで,そ の上 にム ゴマ ツと ミドリハ ンノキ(GreenAlder,.4伽sη 魏 漉s)を 主 と
す る幅250～300mの 潅木帯 が存 在す る。 ム ゴマツ群落 は北 斜面に最 も発達が よ く丈 は1m以
下で密生 して通過 困難 であ る。論文 中の分布 図には,ム ゴマツ と ミドリハ ンノキが分 けて示 さ
れてお り,ム ゴマツが主 に北斜面,ミ ドリハ ンノキが南斜面 に分布 してい るのがわか る。 また
Fodor(1965)は 現在 の山地.ヒ部の植生 が人 為によ る二次 的な もの であるこ とを指摘 し,次 の
よ うに述 べて いる。 トラ ンス カルパ テ ィアの高地 の植生 を代表 す るの は,1200～1400mの 森
林 限界か ら上 に広 がる草地 であ る。 この草地 は古 くか らつ づけ られてきた放牧 に よって著 しく
拡大 された。原生 の植生 は孤立 峰か,崖,崖 錐,急 斜面,圏 谷 な どの放牧家畜 が近 づ けない と
ころに しか見 られ ない。
4)ブ チ ェジ山地
ブチ ェジ山地(Mu叫iiBucegi)はトラ ンシルヴ ァニア(南 カルパ テ ィア)山 脈の東端,北
緯:45度15分 か ら北緯45度30分 付近 にか けてほ ぼ南北 に連 なる,長 さ約25km幅 約10km
の下部 が中生 代の石灰岩,上 部 がそれをおお う礫岩 か らな る山地で,北,東,西 の三方 を急斜
面 ない し急 崖でか ぎられ,頂 部 には平坦面 が広が って台地状 を呈 してい る。平坦面 は南 に緩 く
傾 いて,北 端 に山地 の最 高峰 オーム(Omul,2505m)が位置 し,南 端部の約1300mま で徐 々
に高度 を下 げてい る。小 起伏面 はほぼ全面 が草地 にな っているが,・頂上 台地 中央 部 を北か ら南
に走 る浅 く広い谷 の上部,海 抜1950～2100mの 緩 斜面 に東西約2km,南 北1km強 の ムゴマ
ツの大群 落が あ り(写 真7),国 立 公園 の保護地区 にな って いる。 また台地東 面の岩壁上 部 に
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写真7ブ チェジ山地の自然保護地区のムゴマツ群落
はムゴマツが生育 している。
この山地では現在も羊の放牧が行われており,同 じ日に2ヵ 所でそれぞれ100頭 をこえる羊
群に出会 った。'山頂平坦面では過放牧によって草地の禄地化とガリー侵蝕が進み,ガ リーの側
壁にはハイマツ群落や針葉樹林下に形成されるポ ドソルが露出している(小 躊,2001b)。 こ
れらの観察結果か ら,現 在草地になっている平坦面の大半 はかつてムゴマツにおおわれていた
が,そ れが人為的に草地に変えられた ものと判断される。ルーマニアの地理教科書(ク ラウディ
ウ,1979)に は,南 カルパティアでは古 くから羊の移牧が広 く行われて,各 山地の森林限界か
ら上に山地牧場が広範囲に分布 していることが,分 布図入りで説明されている。 このように,




ドナ ウ川 よ り南 の バ ル カ ン半 島 で は,多 くの 山地 にム ゴマ ツが分 布 して い る。Polunin
(1980)に よれ ば,バ ルカ ン山地 の森林 限界は一般 に1700～2500mで,そ の上 に はムゴマツ,
駿生 のネ ズやハ ンノキの類,バ ラ科な どの小 さな潅木 層が存在 す る。Turrill(1929)も,ム
ゴマ ツ(8)の群 落はセル ビア,ブ ルガ リア,マ ケ ドニア北部 の多 くの高 い山々で は普通 に見 られ,
しば しば密生す るがそのサイズや高 さはさまざまで,ロ ドピ山脈 では小 さな木 と低 い潅木の両
方の姿の ものを沢 山見 た,と 記 述 して いる。
ロ ドピ(Rhodepe,Rodopi)山脈はバル カ ン半 島の ほぼ中央,ブ ルガ リア南部 の北緯41度
か ら42度40分 にかけて北 西一 南東 につ らなる,古 生代 の造 山運動 で形成 され いったん準平原
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化 した後,第 三紀末 の地殻変動 で多 くの山塊 に分 かれて隆起 した地塊 山地で ある(Embleton,
1984)。 山脈 は全体 に北西 に高 く東 に向か って山頂高度 が徐 々に低下す るが,最 高 峰ムサー ラ
(Musala,2925m,中 ・東 欧の最高峰)を 含 む北西部 の リラ(Rila)山 地 と,第2位 の ヴィフ
レ ン(Vihren,2914m)が位置 す る南東部 の ピ リン(Pirin)山 地 に大 き く分 けられ る。両 山
地 ともに前輪廻 の侵 蝕面遺物 が広 く分布 し,そ の面 か ら氷蝕 を受 けた残丘 が岩 峰 として突出 し
てい る。
ブル ガ リアの登山地 図(9)で は,ム ゴマツの分布 が 日本の地形図 と同 じよ うに記号 で表 されて
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写 真8ピ リン 山地 トド リン ・ヴ ラ バ 山(2747m)の ハ イ マ ツ帯
下の 山小屋 が海抜2000mで 森林限界 にあたる
45km南 北30km,ピ リン山地 では東西25km南 北20kmの 広 範囲 にわた ってい る。両 山地
ともその分布高 度は海抜約2000～2300mで,北 向き斜面 で はや や低 い。 ピ リン山地 のヴ ィフ
レン山周辺で は,ム ゴマツはお もに小 起伏 面を刻む浅い圏谷の圏谷壁 とその基部 の崖錐斜 面,
圏谷底 の堆 石堤,周 氷 河性 の平 滑 な岩屑 斜面 な どの岩 塊地 に分布 して い る(図5,写 真8)。
そのため ムゴマ ツは小群落 に分 かれ,既 述 の諸 山地 に くらべて全体 に被度が小 さい。 また,こ
の 山地 では現 在 も高 山帯で羊 の放牧 が行 われて いて,観 察 時に ヴィフ レ ン頂上南 南西1.5km
標 高2350mの 湖 がある浅 い圏谷 で数十頭 の羊群 を 目撃 した。 この圏谷 ではム ゴマ ツは湖 岸の
岩壁 に点在 してい るが,圏 谷底 にはみ られない。 山上 での放 牧がム ゴマ ツの分布 に影響 をあた
えてい ることが考え られ る。
ブル ガ リアの 中央 を東西 に走 るスタ ラ(バ ル カ ン)(Stara/Balkan)山 脈(最 高峰Botev,
2376m)に は,高 度 か らみて,ム ゴマ ツの分布 が予想 され,小 縮 尺の植生 図(Polunin,1980)
に も高 山帯 の分布 が示 されて いるが,こ の山地 の登 山地 図にはハイマ ツの記号が ないので確認
できない。
(4)東 アルプス
ムゴマ ツは アル プスに も広範囲 にわた って分布 してお り,Willis,etal.(1998)の 分 布 図で
はむ しろアルプスが分布 の中心 であるようにみえ る。その うち山稜 の高度 の低 い東 アルプ スで,





1)シ ュネーベルク とラ ックス アル ペ
アル プス東端 のシュネーベル ク(Schneeberg,最 高 峰Klosterwappen,2076m)とその南
西の ラ ックス(Rax,最 高 峰Heukuppe,2007m)アルペ は,と もに石灰岩か らな る平 頂の 山
地 で,頂 部 に ドリーネ の分 布す るラ ックス地形 とよば れ る小 起伏 面 が広 が ってい る。 阪 口
(1973)は ここにハイ マツが分布す るこ とを記述 してお り,示 され てい る空 中写真 で もラ ック
ス アル ペの石 灰岩地 形 とモ レー ンをおお う,密 生 したム ゴマツ群 落が判読 で きる。 ムゴマツの
分布高 度 は ラ ックス アルペで は1750～1950m,シ ュネ ーベ ル クで はやや低 くほぼ1700～1900
mで あ る。 シュネーベ ルクの小起伏 面 はち ょうどハ イマ ツ帯 の高度 にあるが,牛 の放牧地 に
な っていて草 地が広 い面積を 占め ている。 ム ゴマツの群落 は ドリーネの並ぶ小起伏面上 の浅 い
谷頭 を囲む よ うに分布 してい る(写 真9)。 その状況 か らみて,こ の 山のム ゴマツ群落 は,小
起伏面全体 をお おっていた ものが,人 為 によ る草地 の拡大 によ って現 在の規模 にまで縮小 した
と考 え られ る。 シュネーベ ル クは ウイー ンの水道 の水源地 のひ とつ であ り(阪 口,1973),大
きな ドリーネ は周囲 にバ ラ線 が張 られて立 ち入 り禁止 にな ってい る。 おそ らく現在 のムゴマツ
群落 は水 源保護 の目的で残 された ものであろ う。
2)ダ ハ シ ュタイ ン
ダハ シュタイ ン(Dachstein)山 塊 は ラ ックス地形 の発達 す る石灰岩 の山地 で,ピ ナクル と
ドリーネが複雑 に入 り組ん だ海抜1700～2100m,東 西20km南 北10km弱 の広大な石灰岩 台
地が 広が り,そ の再 縁 に最高 峰ホ ッハ ーダハ シュ タイ ン(HoherDachstein,2995.m)をは じ
め,2500m以 上 の山 々が台地面 か ら数百m抜 き出て東西 に並 んでい る。 この 山塊 のハ イマ ツ
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写真10ダ ハシュタイン山塊石灰岩台地のハイマツ帯
帯 の高度 は海抜1800～2000mで 台地 の高 さにほぼ一致 して いるため,ム ゴマツが広範 囲 に分
布 して いる(写 真10)。 しか しこの石灰岩 台地 は ドリーネの規模 が大 き く,そ の分布 密度 も高
いので ドリーネ間に平坦地 がほ とん どない。そのため露岩 の割合 が大 き く,台 地 全体のム ゴマ
ツ植被率 は写真10の ようにさほ ど高 くな い。 台地 上で放牧 が行 われ ている形成 はな く,ハ イ
マ ツ帯 は自然の状態 を保 ってい ると考 え られ る。
3)イ ン谷
イ ン川の谷で は,中 流部 のク フシュタイ ン付近か ら上流の ラ ンデ ックまで,と くに北側 の山
地 にハイマ ツ帯が ほとん ど途切 れる ことな くつづいてい る。 さ らに,西 につ づ くレヒタール ・
アルペ ンにも分布 して いる ことを横 山(1979)が 図示 して いる。 その うちイ ンスブル ックの北
側 に連 な るカール ヴ ェ ンデル山地(Karwendelgebirge,最高 峰,Birkkarspitze,2749m)南
斜 面で は写 真llに 示 す ように,ハ イマ ツ帯 は海抜1700～1950mの 高度 に分 布 してい る。谷
の部分 でその下 限が低 くな っているのは,圏 谷 か ら下方 にのび るモ レー ンをおお っている こと
によ る。 ハイマ ツ帯 はスキーコース以外 には人 為によ る撹乱を ほとん ど受 けていないよ うに見
受 け られ る。 山腹斜面の傾斜 が急 で,山 稜 が切 り立 っていて,山 上 に平地が ないため,放 牧地
として利用 され ることが なか ったのであろ う。水源 洒養 や斜面の安定の ため,保 護 されている
のか もしれないQ
ハイマツ帯 はイ ン川上流部 までつづ くが,ス イス領に入 るとその高度帯 に氷蝕谷 の肩 や支谷
の氷蝕谷底 な どの,放 牧地 と して利用 される緩斜面 がふえて,ム ゴマ ツ群落が次第 に小規模か
つ断続 的になる。 源頭部のベルニ ナ谷 では,広 い氷 蝕谷 の崖錐 斜面 に ミ ドリハ ンノキと混在 し
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ドッ トの部 分がハ イマツ帯
4)ド ロ ミテ ィ
アル プス南 東 端の ドロマ イ トか らな る ドロ ミテ ィ山地(Dololniti,Dolomiten,最高峰,
Marmolada,3343m)は急 峻 な岩峰群 で知 られ て い るが,谷 が広 く,岩 峰 の基部 には海抜
1700～2300mの 高 さに,谷 底 につづ く緩 斜面や平 坦 な氷蝕谷 の肩が発達 して いる。 ハ イマツ
帯 は2000～2300mの 高 さを 占めてい るが,実 際 にはその高度 帯の緩斜面 や平坦 地の ほ とん ど
が草 地で,牛 の放牧地 にな って いる。 その ためムゴマツは写 真12の ように,平 坦な草地 のへ
りの急崖,岩 壁,崖 錐,モ レー ンな ど,放 牧 に利 用できない場所 に分布が限 られ ている。
3.ヨ ー ロ ッパ に お け る ハ イ マ ツ(ム ゴ マ ツ).帯 の 分 布 と人 為 の 影 響
上記のようにヨーロッパ中 ・東部の山地では,広 範囲にムゴマツが発布 しハイマツ帯をつ くっ
ていることが確認された。それら各山地におけるハイマツ帯の概要は,表1と 図6の ようにま
とめられる。
各 山地のハイマツ帯の高度は斜面の向きによって異な り,緯 度が増すにつれて南斜面 と北斜
面の高度差が大 きくなるが,図 表ではそれを考慮せずその山地での下限と上限の高 さをとって
いる。南端のピリン山地 と北端のカーコノーズ山地の緯度差9度,距 離約1000kmの 間で,
ハイマツ帯の高度は1000m低 下する(図6)。 すなわち,ハ イマツ帯の高度は北へ1000分 の
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写 真12ド ロ ミテ ィ山地 の ハ イ マ ツ 帯
ムゴマツ群 落は中央右側のアル ムの周囲や岩壁 とその下 の崖錐 をおお ってい る(黒 くみえ る部分)
表1東 ヨーロッパの各山地におけるムゴマツの生育環境
山 地 ハ イ マ ツ帯 地 形
カ ー コ ノー ズ 1200～1500m山頂平坦面,鈍 頂山稜,平 滑斜面,圏 谷壁,圏 谷底,モ レーン
ハ イ ・タ トラ 1500～1850m平滑岩屑(塊)斜 面,氷 蝕谷壁,氷 蝕谷底,崖 錐,モ レーン
ロウ ・タ トラ 1450～1850m平滑岩屑(塊)斜 面,鈍 頂山稜,圏 谷壁,圏 谷底,モ レーン
ブ チ ェ ジ 1950～2100m山頂平坦面,急 斜面
ピ リ ン 2000～2300m山頂平坦面,鈍 頂山稜,岩 塊斜面,氷 蝕谷壁,氷 蝕谷底,モ レーン
シ ュネ ー ベ ル ク 1700～1900m山頂 平 坦 面,ド リー ネ,急 斜 面
ダ ハ シ ュタ イ ン 1800～2000m山頂 平 坦 面,ド リー ネ,急 斜 面
カ ー ル ヴ ェ ンデ ル 1700～2000m急 斜 面,崖 錐,モ レー ン




ピリン山地 ブチェジ山地 ドロ ミティ 均一ルヴェンデル山地 カノマーグー ト ロウ・タトラ ハイ・タ トラ カー コノー ズ
41045'42025'46030'46030'46035,47020'47025'47045'47050'48055'49010'50045'
トランシルヴ ァニァ






1の 傾 度 で低 下 している。 また気象 デー タか ら,ハ イマ ツ帯上限 の年平 均気温 はほぼ0℃ と考
え られ る。 これ らの数値 は 日本列島の それ と同程度で ある。
今 回観察 した山地はすべて最終氷期に氷河作用を受 けてお り,ハ イマ ツ帯 は氷蝕谷壁,モ レー
ンな どの氷河地形 と,岩 屑(塊)斜 面や崖錐 などの周氷河地形 の双方 をおお ってい る。 その分
布状 況か らみて,ハ イマツ帯 の上限 は最終氷期最盛期の雪線 よ りやや低 い位置 にあ ると考え ら
れる。 ハイマ ツ帯が最 も顕著 に現われ るのは,単 位面積 の大 きな平滑で一様な周氷河岩屑(塊)
斜面 であ る。 ハイ ・タ トラ山地 南斜面のハ イマツ帯が最 も大規模 なのは,長 大 な断層崖起源 の
平滑 な周氷河岩屑(塊)斜 面 が連続 し,そ れ を刻む氷蝕谷 もハ イマツ帯 の高度 で谷 底の幅が最
も広 が るとい う,地 形 的に有利 な条 件がそ ろって いることによる。 さ らに この長大 な斜 面が,
光要 求度の高 いムゴマツの生育 に有 利な南向 きであ ることが あげ られ る。 カール ヴェンデル 山
地南斜面 のハ イマツ'帯も比較 的連続 性が よいが,山 腹斜面の傾斜が急 で,狭 い氷蝕谷 や沢に刻
まれ て,群 落 が幾つか に分 断 されてい る。 この両山地は ともにハ イマツ帯 か ら上 が急 峻な露岩
の斜面 や岩塊斜面 になっていて草地 が少な く,山 上で放牧が行われなか ったため,自 然 の植 生
が人為 に よる擾乱 を受 けず に残 されて きた と考え られ る。
ハ イマ ツ帯 の高度 に山頂平坦面 があ るカー コノーズ山地 ,ブ チ ェジ山地,シ ュネーベル ク,
ダハ シュタイ ン山塊で は,カ ルス ト地形 の発達が著 しく,凹 凸の激 しいダハ シュタイ ン山塊 を
除 いて,全 面が ムゴマツの生育 に好適 な条件をそなえてい るといえ る。 また,ア ルプスの中部
で はそあ高 さに段丘状の氷蝕谷 の肩 や,平 坦な氷 蝕谷底が広範囲 に分布 して いる。 しか しこれ
らの 山頂平 坦面 や氷蝕谷 の肩 な どの小起 伏面では,ム ゴマ ツの分布面積 は図6で 明 らかなよ う
にか な り限 られ,ア ル プスの西 と南 に向か って急激に減少 す る。場所 によって は,ム ゴマツ に
代 わ って葡 萄 性 の ネ ズ(1z〃zゴρθ膨sco2η 〃LZ〃z∫ssubsp.η αηα)や ミ ドリハ ンノ キ(ノ[♂ηπs
"〃鰯s)や シャクナゲの類の潅木 が優 占す るが,そ のよ うな潅木帯 その もの も西 に向かうに従 っ
て点在 的にな る。
この地域 で は古 くか ら夏 の間,高 山の草原で多 くの家畜 が飼育 され,広 範囲 にわた って移 牧
が行 われ ていた(Turrill,1929;Egli,1978;Price,1981;ビテ ィ 56 ブ ローデル,1999)。
山上 の平坦地 や緩斜面の高 山草原 アルムの多 くが,ハ イマツ帯 を切 り開 いた り焼 いた りして造
成 された,い わ ば開拓地で あるこ とは,す でにあげた もののほか にも多 くの文献が指摘 してい
る(Turrill,1929;Polunin,1980;K61ner,1999;ヴェル ト,1 68;グ ラウエル トゥ,1980;
シュ ピン ドラー,1994;パ イ ン,2003;白 坂,2004)。 ザル ツカマーグー トの山地 や ドロ ミテ ィ
山地 では,平 坦 なアル ムの周 囲の急崖 にム ゴマツが密生 してお り,草 地 と して利用 できない場
所の群落 が結 果的 に残存 している ことを示 してい る。 プチ ェジ山地 とシュネ ーベル クの山頂平
坦面 の一部 に存在す るムゴマツ群落 は,お そ らく水源保全 の 目的で保護 されて きた ものであ ろ
う。崖錐上 の群落 も傾斜が急 で岩塊が多 く牧畜 に不 適当なため残 されたとみ られ る。 カール ヴェ
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ンデルや ドロミティのような,集 落や農耕地に近い崖錐では水源酒養,斜 面保全のため森林と
ともにムゴマツ群落も保護されている可能性が考え られる。
カーコノーズ山地やロウ ・タトラ山地のような緯度の高い山地では,ム ゴマツ群落は北斜面,
東斜面に多い。 これらの山地では草の生育期間,山 上での放牧期間がともに短 くなるので,日
当たりのよい南斜面と西斜面のハイマツ帯が草地に変えられた結果と考えられる。
要約すれば,ヨ ーロッパのハイマツ帯は本来,東 ヨーロッパの山地か らアルプス中部まで広
範囲に分布 していたが,そ の多 くが古 くから行われている山地における牧畜のため人為によっ
て草地 に変え られ,利 用価値の少ない山地や斜面に残 されているのである。とくに山頂高度の





アル プスと東 ヨー ロ ッパの山地 には,広 い範囲 にわ たって 日本 のハ イマツによ く似 たム ゴマ
ツが成育 し,森 林 限界の上にハイマ ツ滞 が形成 されて いる。ハ イマツ帯 の分布 は各国の地 図で
把握 できるので,そ れ にもとづ いてズデーテ ン山脈,カ ルパ テ ィア山脈,ロ ドピ山脈,ア ルプ
スの各 山地 でハイマツ帯を観察 した。その結果 は表1と 図6の よ うにま とめ られ る。
ヨー ロッパのハイマ ツ帯 は,氷 河地形 と周氷河地形 の双方 が分布 す る高度帯を 占めて いて,
その上 限が最終氷期最盛期の雪線のやや下方 に位置 してい ると考 え られ る。 ハイ マツ帯 は一様
で平 滑な周氷河岩屑斜面で最 も発達が よ く,そ のよ うな斜面 が広いハイ ・タ トラ山地や カール
ヴ ェンデル山地で連続性が よい。 この両 山地 はハ イマツ帯 より上の 山腹斜面が急で,平 坦 な草
地 が存在 しな い。
これに対 して,ハ イマツ帯 に平坦面 のある山地 や,山 腹 に氷蝕谷の肩 のある山地 では,本 来
ム ゴマ ツにおおわれて いたはず の,そ のよ うな平 坦面 が,放 牧地 に変 え られてハ イマツ帯 が縮
小 し,場 合 によ っては消滅 している。 そのよ うにみ ると,ヨ ー ロ ッパ のハ イマツ帯 は放牧地 に
適 さないところに残 されている とい うことがで きる。 ヨー ロ ッパ の山地上部 の植生景観 は,日
本 とちが って人為 の擾乱 を強 く受けてい る。
本稿をまとめるにあたり,阪 口豊東京大学名誉教授には東アルプスの地形 についてご教示を
いただき,児 玉茂氏には東 ヨーロッパに関する文献の利用で,横 山秀司九州産業大学教授には
文献 と現地調査で,大 変お世話になった。図の一部は明治大学大学院生(当 時)の 加藤譲君に
作成 していただいた。記 して厚 くお礼申し上げます。現地調査の一部は明治大学在外研究
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(2000年 度,短 期)に よって実施 した。
注
(1)『 大 百 科 事 典 』.平 凡 社,1985.
(2)Wanderkarteあ る い はTouristenkarte,touristmaFであ る が,わ が 国 で は こ の 種 の 地 図 を 一
般 に 登 山 地 図 と 呼 ん で い る の で そ れ に 従 っ た 。
(3)1:25000;1:50000地 形 図 とAlpenvereinskateでLegf6hren(Latschen)と表 記 さ れ て い る 。
(4)1:20,0000rtofotomapaVysok6Tatry,GeodisSlovakia,BanskaBystrica,2004.
(5)Dolomiticartaperescursionistiwanderkarte,PhotoRobertoGhedina,Cortinad'Ampezzo。
の シ リ ー ズ と,Cartapanoramica/panoramakarte,Tappeiner,Cortinad'Ampezzo.のシ リ ー
ズ 。
(6)チ ェ コ で はKrkonose,t一ラ ン ドで はKarkonosze。 地 図 の 図 幅 名,国 立 公 園 の 名 称 も そ の よ
う に な っ て い る が,一 部 の 登 山 地 図 で は 旧 ドイ ツ 名 のRiesengebirgeが併 記 さ れ て い る 。 英 語 で
はGiantMountains。
(7)1:35000,1:50000Touristmap"Dimap",Budapest.の シ リー ズ 。
(8)P勿 祝s祝oη'α πα と な っ て い る が こ れ はP勿 πs初 πgoの 異 名(Rushforth,K.,1999)
(9)1:55000Touristmap,1:100,000Euro-WegKarte.CartographiaLtd.Sofiaのシ リー ズ 。
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ressembleinshapeto"dwarfstonepine"(P腕 πsρ μ漉 ♂α)inJapan,iswidelydistributed
inthecentralandeastEuropeanmountains。Dwarfmountainpineforestsformaverti-
calvegetationzoneabovethetimberlinerangingaheightof200-300mas"dwarfpine
zone"intheeastEuropeanmountains,suchasSudety,CarpathianMountains ,Rhodope
MountainsandtheEastAlps.Thealtitudesofthezonedescend'from2000-2300minthe
RhodopeMountainsatsouthto1200-1500mintheSudetyatnorthatdistanceoflOOO
kmTheannualmeantemperatureattheupperlirnitofthezoneisconsideredtobe
aroundO℃judgedfrommeteorologicaldataofsomemountainobservatories.These
situationandphysiognomyoftheEuropean"dwarfpinezone"haveastrongresem-
blancetotheJapaneseone.・
DevelopmentofthedwarfpinezoneisthemostremarkableontheHighTatrain
CarpathianMountainsamongtheeastEuropeanmountains.Therearevastperiglacial
debrisslopesandwideglacialvalleyfloorswithmorainicgroundswhichfavorablefor
growthofPinusmugowithinthezoneinthemountains.Moreover,therearenosuitable
gentleslopesorflatsurfacesforcattleandsheepgrazingabovethetimberline,therefore
dwarfpinehasbeenremainedasitstandsreleasedfromhumanactivities.Onthecon-
trary,thedwarfpineforestsontheflattoppedmountainssuchasKarkonoszeinthe
Sudety,BucegimassifintheCarpathianMountainsandSchneebergandsomemoun-
tainsoftheEastAlpsareconvertedtothemountainpasturefortraditionalt士anshu-
mancefromearlyages,andreducedtheirsphereandalmostdisappearedinthemostpart
oftheAlps.
Keywords:EastEurope,Pinus2η㎎o,dwarfpinezone,debrisslopegrazing
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